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研究成果の概要（和文）：　本研究は、戦後日本のアジア主義思想を現代的視点から再検討し、その成果をアジ
アの知識人と共有することを目標とした。主たる成果として以下のものがある。第一に、戦後日本のアジア主
義、とくに1950年代の日本の思想が持っていた可能性を発掘することができた。第二に、戦後日本の重要な思想
を中国語および韓国語に翻訳し、一部を中国において出版した。第三に、2015年にアジア各地から知識人を招い
て大型国際シンポジウムを開催した。

研究成果の概要（英文）：    This research aimed to reexamine the Asianism ideas in postwar Japan 
from a modern perspective and to share the results with Asian intellectuals. Main results are as 
follows. Firstly, we discovered the possibilities of the Asianism ideas in postwar Japan, especially
 in the 1950s. Secondly, we translated the important thoughts of postwar Japan into Chinese and 
Korean, and partly published in China. Thirdly, international symposium was held in 2015 inviting 
intellectuals from all over Asia.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 日本にとってアジアの重要性は高まり続
けているが、アジアとの関係を思想として築
くことには困難があった。その原因として考
えられたのは、以下の三点であった。第一に
アジアにおいて現実に存在した政治的な対
立に、学術も影響を受けやすかったこと。第
二にアジアに関する思想が日本一国に限定
された文脈で語られたため、その可能性が充
分にくみ尽くせなかったこと。第三に日本の
アジアに関する思想がアジアの知識人にと
ってどのような意味を持つのかが見逃され
たこと。こうした欠点を克服し、日本のアジ
ア主義を立体的に捉え、さらにはアジアの中
における日本の位置を再考するために、本研
究をたちあげた。 
 
２．研究の目的 
 研究の目的は主として二点にまとめるこ
とができた。第一に、日本のアジア主義を、
戦後日本の歴史的文脈に注意するとともに、
同時代のアジア諸国の歴史的文脈を合わせ
て考えて、再度読み直すことで、日本のアジ
ア主義思想が内包した可能性を、多元的に捉
えること。 
 第二に、第一の目的で再認識した成果を、
現代アジア諸国の知識人と共有し、議論をす
ることで、日本のアジア主義を日本国内の思
想としてではなく、アジアにおける思想とし
て捉え直し、その現代的な意義を再認識する
こと。 
 
３．研究の方法 
 研究の方法は三点にまとめることができ
た。第一に、戦後日本のアジア主義の重要な
思想を読み直す研究会およびワークショッ
プを開いた。毎回、具体的なテーマを定め、
複数の分野の専門家を招いて、充分な時間を
かけて、議論を深めた。 
 第二に、戦後日本のアジア主義の文章を中
国語および韓国語に翻訳した。翻訳の作業は、
主として留学生に依頼した。この作業は、日
本の重要な思想をアジアの知識人と共有す
るための準備であると同時に、日本に留学し
た学生にとって、日本の思想をアジアの文脈
の中で考える機会となり、教育的効果も達成
できた。 
 第三に、アジア各地から知識人を招いて大
型シンポジウムを開催した。シンポジウムに
おいて、戦後日本のアジア主義を新たな角度
から考えた成果を、アジアの知識人と共有し、
議論を深めた。その結果、日本のアジア主義
が持つ思想的な可能性と現実的な意義を確
認した。 
 
４．研究成果 
 研究会およびワークショップで得られた
成果として、下記の四点がある。第一に、研
究分担者である崔真碩氏の講演会を通じて、
朝鮮半島の歴史と日本のアジアに関する思

想の関連性を見出すことができた。日本のア
ジアに関する思想が、朝鮮半島に現実と深く
結びついていることが再認識できた。第二に、
民衆思想史についての国際ワークショップ
において、戦後日本における民衆思想史研究
がどのようなコンテクストで生まれたかを
再考し、その研究の方法を現代中国および東
アジアの問題への思考といかに結びつける
かについて活発な議論を行った。日本歴史学
の重要な成果である民衆思想史研究が、アジ
アとの関係の中で生まれたことが再認識で
き、その思考が中国および現代アジアでは見
逃されていること、だからこそ現在の問題を
考えるときに重要な視座となることが明ら
かになった。第三に、日本で活躍する作家温
又柔氏の講演会によって、一国の視野を超え
てアジアの問題を考えることの重要性を再
認識し、同時にそれが現代日本においてすで
に現実となっていることが確認できた。第四
に、日本の国民文学論争を同時代的文脈から
再考し、従来は文壇の中の論争と見なされて
いた国民文学論争が、じつは戦後日本の思想
界のアジアへの応答であったことを確認し
た。国民文学論争に現れた日本の思想は、ア
ジアのナショナリズムに呼応して、日本にお
いて民衆の立場から立ちあがる新しい「民
族」を生み出すための実践的な運動であった
こと、だからこそ文壇以外の学術界に広範な
影響を与え、1950年代から60年代にかけて、
歴史学や政治学など幅広い領域において多
彩な思想を生み出したことを見出すことが
できた。 
 戦後日本のアジア主義に関する文章の翻
訳としては、主として以下の成果があげられ
る。いずれも中国語と韓国語への翻訳を同時
に行い、会議における資料として利用した。
石母田正『歴史と民族の発見』より「序文」
と「堅氷をわるもの」、竹内好「日本のアジ
ア主義」、「プロレタリア文学」、「共通の広場」、
福田歓一『デモクラシーと国民国家』より「現
代の民主主義」と「日本における「国民的な
もの」の形成」、金時鐘「日本語の石笛」、金
石範「文化は如何に国境を越えるか」、金達
寿「在日朝鮮人の文学」、宋益俊「詩の在り
方をめぐって」、趙三竜「定形化された意識
と詩について」、岡本恵徳「戦後沖縄の文学」、
仲程昌徳「戦記作品の先駆」、屋嘉比収「銃
口はどこへ向けられたか」、阿波根昌鴻「真
謝の農民と陳情規定」、丸山静「民族文学へ
の道」、遠山茂樹「二つのナショナリズムの
対抗」江口朴郎「ナショナリズムの新しい意
義」、上原専禄「世界史における現代のアジ
ア」、鶴見俊輔「国民文化論」。 
 以上のうち、科研主催シンポジウムで報告
された論文を台湾の雑誌『人間思想（繁体字
版）』第 13 期に発表し、国民文学論争を再考
するためのアンソロジーを『人間思想（簡体
字版）』第 8 輯に発表した。いずれも日本の
重要な思想をアジアの知識人に届ける重要
な成果であった。 



 大型シンポジウムは、平成 27 年度に、中
国、台湾、韓国、シンガポールなどアジア各
地から多くの研究者を招いて、一橋大学にて
一連の公開シンポジウムを開催した。東京大
学名誉教授板垣雄三氏の講演会では、戦後日
本歴史学を回顧するとともに、Modernity に
ついてのまったく新しい構想を討議した。ア
ジア青年会議では、亜際書院理事池上善彦氏、
作家金石範氏、琉球大学名誉教授仲程昌徳氏、
評論家太田昌国氏の四名に講演をお願いし、
講演をもとにして討論を展開することで、戦
後日本の国民文学、在日朝鮮人文学、沖縄文
学および第三世界との連携について議論を
深めた。戦後日本で展開された議論が、アジ
アや第三世界へのまなざしと関係していた
こと、戦後直後の問題課題が戦後の過程の中
で変容しながら連続していたことなどが確
認された。 
 一連の公開シンポジウムは、日本語および
韓国語の通訳をつけて行われ、海外からの参
加者も積極的に議論に加わることができた。 
 以上の成果を通じて、日本のアジア主義を
立体的に捉え、現代のアジアにおける意義を
再認識するという本研究の目標は充分に達
成できた。 
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